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マレーシア留学からみた多様性と分断と共生 

3 年 齊藤 依乃里 

 

本課題研究では、マレーシア留学から学んだ多様性と分断と共生について考察する。 

 留学中はマレーシアのクアラルンプールにある姉妹校で学んだ。マレーシアは多民族、多言

語、多宗教の国家であり、学校では様々な文化をバックグラウンドに持つ友人とともに過ごし

た。この体験の中で発見したことは、マレーシアは多様な人種が一緒に住んでおり寛容である

というが、自然と民族別のグループができているということだった。しかしそれは、民族同士

が反目して暮らしているのではなく、一定の距離を保ちながらもお互いを尊重しながら共生し

ているということであった。このことから、多文化社会で異なる民族がぶつかり合わずに一緒

に暮らして行くには「適切な距離感」を持つことが大切ではないかと考えた。 

 多様性を認めることが国の基本方針であるマレーシアにブミプトラ政策がある。ブミプトラ

政策とはマレー系の住民を保護・優遇するための経済政策で、結果的には、ある場面ではマレ

ー系以外の人々を排除することになる。この政策についてマレーシア在住の友人に訪ねると、

民族ごとに賛否両論があった。 

 そこで、世界を見渡してみると同じようなことが起こっていた。たとえば英国のＥＵ離脱で

ある。イギリスへの移民は、この数年は毎年 20 万人近くがＥＵ加盟国から流入しており、国

民の間で不満や懸念が強まっている。英国のＥＵ離脱は移民の排除の意志を表したものだと考

えられる。 

 これから外国人労働者を受け入れる日本でも、これらの外国人が仕事の熟練度を上げれば、

地域密着型のサービス業や農漁業などで生計を立てる地方の労働者に、しわ寄せが来る。英国

の移民問題と同じ構図になるのではないかと、懸念される。 

 次に、日本で受け入れられ活躍している外国人労働者の例を紹介する。バングラデシュ生ま

れのミア・マムンさんは 2002 年に来日し、千葉県旭市で２年間農業を学んだ後に 2012 年に株

式会社みのりを創業した。「日本の農業を企業に変える」を合言葉に農業を起業化し成功を収

めた。マムンさんは「ハラール・メイドイン・ジャパン」に着目し、ハラールビジネスと「日

本製」というブランド力を結び付け付加価値をつけ、農業分野のビジネスとして成功事例とな

っている。 

 能勢町は人口減少や少子高齢化のために消滅可能性都市全国ワースト 24 位（2014 年日本創

生会議発表）として将来に大きな不安を抱えている。マムンさんの農業ビジネス成功事例を能

勢町でも活かし、農業での活性化ができないかを考えた。能勢町が、ハラール・メイドイン・

ジャパンを旗印に農業の事業化を進め、外国からも人々を迎え日本農業のグローバル化の先駆

けとなってはどうだろうか。 

 ハラール・メイドイン・ジャパンを旗印に農業をグローバル化 

 日本語学校の創設による留学生の募集 

 イスラム圏の起業家を支援し提携 

 能勢町ハラールセントラルキッチンを整備 

 大阪圏へのハラール食材の供給 
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